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要旨 

【背景と目的】 

フレイル又はサルコペニアのような筋量や筋力の低下を来す要因として栄養状態が悪く

なることがあげられる。特に高齢者は食欲不振に陥りやすく、低栄養状態をきたしやす

いが、その根本原因の一つとして味覚機能の低下も関連している可能性が考えられてい

る。つまり、低栄養に至る要因である味覚機能の低下もフレイルや筋量/筋力の低下の

危険因子として理論上は考えることができるが、その関連性を検討した研究は乏しく、

不明な点が多い。そこで、甘味、塩味、酸味、苦味、うま味に対する感受性の評価やア

ンケート調査にて得られた味覚に関係する情報と、フレイルや筋量/筋力の低下との関

連性を検討することを目的として研究を実施した。

【対象と方法】

対象は味覚障害の診断を受けていない地域在住の高齢者 68 人である。対象者には、背

景情報の調査、味質溶液を含侵させた濾紙を用いた 5 基本味に対する感受性の評価（1

つの味につき低濃度と高濃度の 2 つの濃度を準備）、身体測定、フレイルや筋量/筋力低

下の判定のための体組成や身体機能の評価、アンケート調査（主観的な味覚機能、食事

の味わい度合い、食事バランスの調査）を実施した。なお、味の感受性評価は新たに考

案した評価法であったため、①正答 1 つにつき 1 点として評価（10 点満点）、②1 つの

味について低濃度と高濃度のどちらかで正答できていれば 1 点として評価（5 点満

点）、する 2 つの採点方法を用いた。

【結果】

採点方法②で評価したうま味の感受性スコアが高いほどプレフレイル/フレイルに対す

るオッズ比が有意に低かった（調整済みオッズ比=0.26, p=0.040）。一方、筋量/筋力と味

の感受性評価の結果との間に関連性は認めなかった。また、味覚機能の低下を感じてい

た人は感じていない人と比較して、採点方法①も採点方法②においても、有意にうま味

の感受性スコアが低かった（それぞれ p=0.042, p=0.032）

【考察と追加の検討】

うま味の感受性が高いほどプレフレイルやフレイルになりにくい可能性が示唆された。

また、うま味の感受性は主観的な味覚評価とも関連があった。以上より、食事の味わい

の変化が食事摂取に影響を及ぼし、フレイルを引き起こす可能性があると考えられた。

追加で上記とは別の高年齢者にアンケートを実施した結果、食事をおいしく食べるため

に調味料を上手に使っている人が多かったが、うま味調味料は家庭にないという人も一

定数認められた。食事をおいしく食べるために様々な調味料を使用することは有用であ

るため、調味料の活用に注目したフレイル対策も検討の余地があると考えられた。

※本要旨の大部分は、下記プレプリントの内容に基づいている。
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